
つ
に
分
か
れ
、
午
前
中
の
２

時
間
半
程
度
を
費
や
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
口
々

に
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
集
め
の

良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
」
「
自
分
が
小
学
生
だ
っ

た
頃
の
、
親
の
苦
労
が
わ
か

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

三
菱
自
動
車
工
業
は
、
２

０
０
８
年
か
ら
「
身
近
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
、
ベ
ル
マ
ー
ク
の
収
集
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
普
段

は
、
本
社
・
５
地
区
事
業
所

と
グ
ル
ー
プ
会
社
５
社
、
販

売
会
社
２
社
を
合
わ
せ
た
約

１
万
７
８
０
０
人
が
協
力

し
、
マ
ー
ク
の
収
集
か
ら
仕

分
け
・
集
計
ま
で
を
行
っ
て

い
ま
す
。

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会

社
（
本
社
・
東
京
都
港
区
）

の
新
入
社
員

人
が
、
研
修

の
一
環
と
し
て
、
同
社
の
社

会
貢
献
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
ベ
ル
マ
ー
ク
の
仕

分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

仕
分
け
作
業
は
４
月

、


日
の
２
日
間
、
約
半
数
ず

か
ら
、
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を

通
じ
て
被
災
地
の
学
校
を
支

援
し
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
で
す
。

推
進
し
て
い
る
の
が
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
。

「
ベ
ル
マ
ー
ク
で
被
災
地
の

小
学
校
に
課
外
活
動
用
の
備

品
を
贈
る
」
こ
と
が
当
面
の

目
標
で
す
。
２
０
１
４
年
10

月
に
参
加
団
体
の
登
録
を
し

ま
し
た
。

３
月
下
旬
に
２
０
１
５
年

度
の
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
の
進

め
方
に
つ
い
て
会
議
を
開

き
、
被
災
地
は
ま
だ
支
援
が

必
要
な
こ
と
、
そ
し
て
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
へ
の
参
加
を
学

生
・
教
職
員
、
グ
ル
ー
プ
の

病
院
・
関
連
施
設
、
さ
ら
に

は
地
域
の
高
齢
者
施
設
な
ど

に
も
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

栃
木
県
大
田
原
市
に
あ
る

国
際
医
療
福
祉
大
学
（
高
木

邦
格
理
事
長
）
が
ベ
ル
マ
ー

ク
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
宮

城
県
に
帰
省
中
の
同
大
学
の

学
生
も
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と

い
、
新
た
に
運
動
に
参
加
登

録
す
る
こ
と
を
決
め
た
そ
う

で
す
。

マ
ー
ク
協
賛
会
社
の
あ
い
お

い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
（
ベ

ル
マ
ー
ク
番
号
92
）
か
ら
、

学
校
が
教
育
設
備
品
な
ど
を

そ
ろ
え
る
た
め
の
支
援
に
つ

な
が
る
と
し
て
ベ
ル
マ
ー
ク

収
集
の
提
案
を
受
け
、
昨
年

６
月
か
ら
新
た
に
始
め
て
い

ま
し
た
。

３
月
に
な
っ
て
、
林
理
事

長
ら
３
人
が
中
里
小
を
訪

れ
、
集
め
た
マ
ー
ク
を
初
め

て
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
小
で
は
以
前
、
児
童
た

ち
が
文
具
用
品
の
ベ
ル
マ
ー

ク
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
回
、
地
元
商
店

街
か
ら
温
か
い
応
援
を
も
ら

東
京
都
世
田
谷
区
の
真
ん

中
、
三
軒
茶
屋
駅
前
の
商
店

が
参
加
し
て
い
る
三
軒
茶
屋

商
店
街
振
興
組
合
（
林
福
子

理
事
長
）
が
今
年
３
月
、
集

め
た
ベ
ル
マ
ー
ク
を
近
く
の

世
田
谷
区
立
中
里
小
学
校

（
柏
原
聖
子
校
長
、
１
６
５

人
）
に
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
同
小
が
ベ

ル
マ
ー
ク
運
動
に
新
た
に
参

加
登
録
す
る
と
い
う
、
う
れ

し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。振

興
組
合
で
は
、
以
前
か

ら
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
駅

前
や
沿
線
で
一
斉
清
掃
な
ど

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ベ
ル

会
」
の
７
人
が
午
後
６
時
か

ら
市
役
所
内
で
始
め
ま
し

た
。
午
後
８
時
過
ぎ
、
作
業

を
終
え
て
パ
ソ
コ
ン
で
集
計

す
る
と
、
2
万
点
を
超
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
職
員

か
ら
「
お
お
ー
っ
！
」
と
い

う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
あ

る
職
員
は
「
自
分
た
ち
の
２

時
間
ち
ょ
っ
と
の
作
業
が
２

万
円
分
に
な
り
、
直
接
、
学

校
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
実

感
で
き
て
、
仕
事
と
は
違
う

達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
」
と

嬉
し
そ
う
で
し
た
。

仕
分
け
さ
れ
た
マ
ー
ク
は

半
分
が
市
内
の
学
校
に
届
け

ら
れ
、
残
り
は
ベ
ル
マ
ー
ク

財
団
を
通
じ
て
東
日
本
大
震

災
の
被
災
校
に
寄
贈
さ
れ
ま

す
。
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

部
の
中
尾
悟
部
長
は
「
今
回

の
成
果
を
広
く
市
民
に
お
知

ら
せ
し
、
今
後
の
よ
り
多
く

の
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
７
カ
所
と
市

役
所
内
の

カ
所
に
収
集
箱

を
置
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

消
防
署
や
福
祉
協
議
会
な
ど

か
ら
も
設
置
の
要
望
が
あ

り
、
計
約

カ
所
で
収
集
を

始
め
ま
し
た
。
ほ
か
に
市
民

か
ら
直
接
、
市
役
所
に
届
け

ら
れ
る
マ
ー
ク
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。

仕
分
け
作
業
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
市
職
員
ベ
ル
の

２
万
３
５
５
９
点
（
小
数
点

以
下
切
り
捨
て
）
が
市
民
か

ら
集
ま
り
、
職
員
か
ら
「
お

ー
っ
」
と
い
う
喜
び
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

東
大
阪
市
で
は
、
地
域
活

動
の
拠
点
と
な
る
リ
ー
ジ
ョ

全
国
で
初
め
て
市
民
挙
げ

て
の
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
を
始

め
た
大
阪
府
東
大
阪
市
で
、

６
月
１
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
市
職
員
に
よ
る
初
の
仕
分

け
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
収

集
を
始
め
て
実
質
２
カ
月
で

ま
り
目
立
つ
場
所
に
設
置
し

ま
し
た
。

収
集
箱
は
イ
ラ
ス
ト
や
手

書
き
文
字
で
カ
ラ
フ
ル
に
飾

り
つ
け
、
箱
に
気
づ
い
た
人

が
そ
の
場
で
切
り
取
れ
る
よ

う
ハ
サ
ミ
を
備
え
付
け
る
な

ど
し
ま
し
た
。

の
ニ
ー
ズ
を
橋
渡
し
す
る
こ

と
を
狙
い
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
活
動
は
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
で
す
。
同
損
保
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ベ
ル
マ
ー
ク
収

集
箱
と
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
収
集
箱
を
、
学
生
食
堂

や
購
買
部
な
ど
人
が
多
く
集

「
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
て

被
災
地
支
援
に
役
立
て
ま
せ

ん
か
」
。
ベ
ル
マ
ー
ク
協
賛

会
社
の
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
保
（
ベ
ル
マ
ー
ク
番

号
92
）
か
ら
の
提
案
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
れ
が
、

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
学
生
を

結
び
つ
け
る
」
Ｖ
Ｓ
Ｃ
の
方

針
と
一
致
し
た
た
め
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
学
生
と
地
域

高
崎
健
康
福
祉
大
学
（
群

馬
・
高
崎
市
、
須
藤
賢
一
理

事
長
兼
学
長
）
で
は
２
０
１

４
年
11
月
か
ら
、
大
学
に
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｖ
Ｓ

Ｃ
）
が
中
心
に
な
っ
て
ベ
ル

マ
ー
ク
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ィ
ア
で
仕
分
け
し
、
東
北
の

被
災
校
、
市
内
の
学
校
・

園
、
公
民
館
に
３
分
の
１
ず

つ
贈
り
ま
す
。

三
木
市
は
神
戸
市
の
北
西

に
あ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
人

口
約
８
万
人
。
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
が
盛
ん
で
、
昨
年
度
、

市
立
自
由
が
丘
中
学
校
が
約


万
７
千
点
を
集
め
、
兵
庫

県
の
中
学
校
で
は
２
位
と
な

り
ま
し
た
。

薮
本
市
長
は
「
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
三
木
市
も
災
害

に
遭
っ
て
お
り
、
ベ
ル
マ
ー

ク
を
通
じ
て
東
北
へ
の
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

三
木
市
の
計
画
で
は
、
市

役
所
と
市
内

カ
所
の
公
民

館
に
収
集
箱
を
置
き
、
市
民

か
ら
の
ベ
ル
マ
ー
ク
を
受
け

付
け
ま
す
。
集
ま
っ
た
マ
ー

ク
は
市
職
員
ら
が
ボ
ラ
ン
テ

長
に
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
箱
と

バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

薮
本
市
長
は
「
気
軽
に
取
り

組
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
広
め
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
を
良
く
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

中
島
常
務
理
事
は
、
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

お
買
い
物
を
す
る
と
、
代
金

の
１
割
が
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
被
災
校
の
支
援
に
回
る

こ
と
を
説
明
。
「
被
災
し
た

学
校
が
必
要
と
し
て
い
る
も

の
を
継
続
的
に
支
援
で
き
る

の
が
特
徴
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

兵
庫
県
南
部
に
あ
る
三
木

市
で
７
月
１
日
か
ら
市
挙
げ

て
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
学

校
や
公
民
館
の
設
備
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
被
災
校
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
い
こ
う
と
い
う
試

み
で
す
。
同
様
の
動
き
は
大

阪
府
東
大
阪
市
に
次
い
で
２

例
目
で
す
。

６
月

日
、
薮
本
吉
秀
市

長
と
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
の
中

島
泰
常
務
理
事
が
三
木
市
役

所
で
取
り
組
み
に
つ
い
て
記

者
発
表
し
ま
し
た
。

初
に

中
島
常
務
理
事
か
ら
薮
本
市

の一つにベルマーク収集を取り入れま
した。誰でも知っていて、長く続けら
れることから始めました。

ナックは、消費者の生活を幅広く支
える企業として、おいしい水を全国に
届けるクリクラや、家庭やオフィスを
快適にするダスキンなどの事業を展開
しています。

暮らしに役立つサービスを広く提供
しているナック（本社・東京都新宿
区）が、今年もダンボール箱いっぱい
のベルマーク約万点をベルマーク財
団に寄贈しました。「東日本大震災の
被災校支援に使ってください」と、全
国160拠点、約3000人の従業員が2014
年４月から年３月までの１年間に力
を合わせて集めたものです。

ビジネスサポート本部部長でＣＳＲ
顧問の小岸良昭さん、事業企画部営業
企画室所属で年度のＣＳＲ委員長の
増田丈志さん、建築コンサルティング
事業部所属で年度のＣＳＲ委員長の
津村牧人さんの３人が財団を訪れ、財
団の中島泰常務理事に手渡しました。

同社のＣＳＲ委員は各部門から１人
選出されています。古切手集めや献血
をしている中で、年からＣＳＲ活動

子どもたちや保護者らにマークの持ち
寄りを呼びかけたり、従業員が自宅で
集めたりして、ためてきました。寄贈
を受け、財団側で点数を確定させた
後、店内で点数を告知していくそうで
す。

「社会貢献活動は接客の一部とも考
えているので、効果的にたくさん集め
る工夫をしていきたい」と今井さんは
話してくれました。

ハローズはベルマーク以外にも、社
会貢献活動に積極的に取り組んでいま
す。

「東日本大震災の被災校への支援に
役立ててほしい」。ゲームなどの総合
的なアミューズメント（娯楽）店を全
国展開してい
る ハ ロ ー ズ
（本社・東京
都中央区）か
ら今年も、こ
の１年間に店
舗で集めたベ
ルマークがベ
ルマーク財団
に寄贈されま
した。

社会貢献担当の今井誠・業務部課長
代理が６月11日、ベルマーク財団を訪
れ、協賛会社ごとの封筒に入れたマー
クを持参しました。管理部の女性社員
１人が業務の合間に仕分けしてくれた
ということです。

今井さんによると、ハローズでは全
国80カ所にある同社有人店舗に回収箱
を置き、ベルマーク一覧表をラミネー
ト加工して貼っています。遊びにくる

用済み切手、書き損じハガキなどを収
集し、社会貢献団体へ寄付をする「収
集ボランティア活動」を社会貢献活動
の一環として行っています。

リコーの物流部門として国内で100
を超える拠点を持つリコーロジスティ
クスグループ（本社・東京都品川区）
が、ベルマークを寄贈しました。約33
00人の従業員が１年かけて集めたもの
で、３年連続の寄贈となります。

同社品質本部ＣＳＲ・環境推進部の
中田博之部長と村越功さんが５月11日
に財団を訪れ、集めたマークを財団の
中島泰常務理事に手渡しました。中田
部長は「寄贈したベルマークの使い道
がはっきりわかるので安心感がありま
す。社内ではマーク付きの商品パッケ
ージを誤って
捨てたりする
と注意される
くらいになり
ました。特に
小学生のお子
さんを持つ女
性従業員を中心に熱心な傾向が見られ
るようです」と話しています。

同社では、ベルマーク以外にも、使

東日本大震災の被災校などへの支援
にベルマークの収集を続ける帝国ホテ
ル（本社・東京都千代田区）が、宮城
県石巻市内の須江小学校、山下小学
校、鹿妻小学校の３校に集計済みのベ
ルマークを１万点ずつ寄贈しました。

帝国ホテルには、環境にやさしい素
材の製品への切り替えを進める「グリ
ーン購入チーム」という委員会があり
ます。社会貢献活動の一つとして、20
09（平成）年にベルマークの収集と
集計活動を始めました。これまで回
以上活動し、累計点数は万点を超え
ているということです。

グリーン購入チーム事務局の有髙佐
誉子さん（企画部）によると、帝国ホ
テルでは東日本大震災の被災地域への
一助として、石巻市内から鮮魚を購入
したりしていました。他にも何かでき
ることはないかと社内で話し合い、20
12（平成）年度から同市内のベルマ
ーク運動参加小学校を対象にベルマー
クを寄贈してきました。「より多くの
学校に、公平に」と考えた方法です。

支援は来年２巡目を迎えますが、期
限を設けず今後も続けていくというこ
とです。

ベルマークを寄贈された石巻市内の
学校からは、「整理されたベルマーク
は、ＰＴＡの負担にならず大変ありが
たいです」と感謝の言葉が寄せられて
います。

■｢力を合わせ長く続ける｣

マ
ー
ク
寄
贈
き
っ
か
け
参
加
登
録
東
京･

中
里
小

国
際
医
療
福
祉
大

高
崎
健
康
福
祉
大

東
大
阪
市
は
初
の
仕
分
け

２
カ
月
で
２
万
点

市
民
か
ら
集
ま
る

兵
庫

設
備
充
実･

東
北
へ
支
援
継
続

市挙げて今月スタート

マ
ー
ク
仕
分
け
に

新
入
社
員
が
挑
戦

三
菱
自
動
車
工
業
の
73
人 初の仕分けをする東大阪市職員

リニューアルした収集箱を手にする学生

スタッフら

運
動
事
務
局
の
み
な
さ
ん

兵
庫
県
三
木
市
の
薮
本
吉
秀
市
長
（
左
）
に

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
の
中
島
泰
常
務
理
事
か
ら

収
集
箱
が
贈
ら
れ
ま
し
た

■｢社会貢献は接客の一部｣
■｢使い道はっきり安心感｣

■｢多くの学校に公平に｣

(３) ２０１５年() ベ ル マ ー ク 新 聞 第３種郵便物認可


